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交絡因子誤同定下でのプロペンティスコアを用いた 

分析結果の挙動に関する基礎研究 

 

論文概要 

 本研究では、ケースコントロール研究を行った場合に、交絡因子を誤同定し

求めたプロペンシティスコアを使用したときの分析結果がどのような挙動を示

すかをシミュレーションにて観察することを目的とする。 

 臨床試験を行う際、最も正しく因果効果を推定出来る方法としてランダム化

比較試験がある。しかし、実際の医療現場では、人間を対象にする試験で起こ

る倫理的な問題や、費用が高くつくことなどの様々な問題により、医療現場で

ランダム化比較試験を行うことは困難な場合が多い。そうした場合に、行われ

るのがランダム化されていない試験である。しかし、ランダム化されていない

試験では交絡という現象が必ず起きてしまう。この現象は交絡因子の存在によ

り引き起こされてしまうが、考慮しなければバイアスの影響を受けた、本来の

結果とは異なる、歪んだ結果を導いてしまう。そのため、ランダム化されてい

ない研究では、交絡を正しく考慮しなければならない。その手法として、プロ

ペンシティスコアを用いた分析が注目され、近年広く使われている。 

 この、プロペンシティスコアとは曝露する確率である。曝露に影響を与える

すべての因子をまとめ、プロペンシティスコアを求めるが、実際にすべての因

子を把握することは困難である。そこで、プロペンシティスコアを正しく求め

ずに分析を実施した場合に、分析結果がどのような挙動を示すかに興味を持っ

た。 

本研究では交絡する集団を作成し、正しくすべての因子を使用してプロペン

シティスコアを求めた場合と、誤ってすべての因子を使用しないでプロペンシ

ティスコアを求めた場合の挙動を、ケースコントロール研究を用いて観察した。 
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